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論 文 内 容 要 旨
アビジンは卵白中に存在する分子量約68kDaの塩基性タンパク質で,4つのサブユニットからなり1
分子あたり4分子のビオチンと結合する｡この結合は天然に存在する非共有結合では最も強く,抗原一








































































































































審 査 結 果 の 要 旨
本論文は,交互累積法によるアビジン累積膜及びミクロカプセルの調製とそれらの化学構造並びにビ
オチン応答性に関する知見をまとめたものである｡
はじめに,アビジンとポリアニオンを用いて交互累積膜の調製が検討された｡その結果,基板表面で
正電荷を有するアビジンとポリアニオンが静電的に結合して交互累積膜が形成されることが明らかに
なった｡膜厚は累積膜の層数に依存して数ナノメーターから数十ナノメーター程度であった｡調製され
たアビジン累積膜の構造が紫外吸収スペクトル,水晶振動子ミクロバランス,原子間力顕微鏡,などに
より詳細に解析された｡
次に,アビジン累積膜をcaco3微粒子表面に被覆した後でCaCO3微粒子を溶解除去することにより,
中空のミクロカプセルが調製されたOこのようにして作製されたミクロカプセルはカプセル膜にアビジ
ンを含有するものであり,従来にない新しい型のミクロカプセルである｡さらに,ミクロカプセル中の
アビジンのビオチンに対する結合特性が検討され,ビオチン誘導体を効果的に結合することが明らかに
なった｡また,ビオチンを共存させることにより結合していたビオチン誘導体との交換反応が起きるこ
とも明らかになった｡また,あらかじめ内部にアビジンを含有させておいたCaCO3微粒子を芯物質とし
て用いて高分子電解質でミクロカプセルを調製すると,内部にアビジンが封入されたミクロカプセルが
調製できることも見出された｡このようにして作製されたアビジン封入ミクロカプセル-のビオチン誘
導体の取 り込みと放出の動力学が検討された｡その結果,ビオチンやその類似体による促進放出が可能
であることが明らかになり,薬物の選択的なカプセル化や刺激応答放出-の応用が期待できることが示
された｡
以上のように,本研究ではアビジンを用いた交互累積膜の調製とその構造解析,さらに同様の手法に
よるミクロカプセルの調製と化合物の封入と放出に関して新たな知見を見出しており,薬学領域におけ
るナノ薄膜とミクロカプセルの開発,さらに薬物のカプセル化と促進放出の可能性に関して有用な知見
を与えるものであり今後の展開が期待される｡
よって,本論文は博士 (薬学)の学位論文として合格と認める｡
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